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平成12年度並
び
に
予
算
の
他
、
規
約
の
改
正
、

ほ
ぼ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

当
日
は
総
会
開
会

前
に
全
国
大
会
等
の

優
績
者
に
対
す
る
特

別
表
彰
、
市
町
村
協

会
の
功
労
者
に
対
す

る
表

彰

が
行

わ

れ

た
。
総
会
で
は
事
業

役
員
改
選
を
行
い
、

な
お
、
終
了
後
は
希
望
者
に
よ
る
受
章
者
、
理
事
、

評
議
・委
員
に
よ
る
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

平
成
十
二
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決

管昇
地
双
生
ロ

・原
案
承
認

平
成
十
三
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予

…
原
案
承
認

規
約
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

（案
）

…
概
要
別
記

④
第
四
号
議
案
　
役
員
改
選
に
つ
い
て
…
概
要
別
記

⑤
そ
の
他

総
会
に
先
立
ち
、
宮
崎
会
長
は
要
旨
次
の
通
り
挨
拶

さ
れ
た
。

近
年
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
普
及
発
展
は
め
ざ
ま

し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
数
は
十
万
人
を
超
え
今
日
で

は
ほ
ぼ
全
国
域
に
達
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
県
に

Ш
一

／
　
　
　
　
　
ヽ

お
い
て
も
新
年
度
を
間
近
に
ひ
か
え
各
市
町
村
協
会
の

会
員
登
録
を
取
り
進
め
る
に
当
た

っ
て
、
先
ず
新
規
会

員
を
含
め
会
員
増
加
に

一
層

の
努
力
を
お
願

い
し
た

い
。
そ
し
て
、
県
並
び
に
全
国
協
会

へ
の
加
人
に
つ
い

て
も
組
織
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
極
力
差
異
が

生
じ
な
い
よ
う
是
非
ご
尽
力
願
い
、
本
県
が
愛
知
、
熊

本
に
次
ぐ
全
国
第
二
位

（現
在
第
■
位
）
の
地
位
を
確

保
し
た
い
。

平
成
十
三
年
度
は
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
創

立
ニ
ト
周
年
に
あ
た
り
、
各
地
で
こ
れ
を
記
念
し
て
多

彩
な
催
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
会
員
多
数
の

参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す

）^

審
議
概
要

‐‐

第
二
号
議
案
　
規
約
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

①
評
議
委
員
…
市
町
村
組
織
か
ら
代
表
者

一
名
選
出

②
理
　
　
事
…
評
議
委
員
の
中
か
ら
県
内
四
ブ
ロ
ッ
ク

（東
部
８
、
西
部
４
、
南
部
４
、
北
部
４
）

計
二
十
名
を
選
出

第
四
号
議
案
　
役
員
改
選
に
つ
い
て

〈
ム
　
長
　
宮
崎
　
義
重

（加
須
市
）
…
…
留
任

副
会
長
　
八
木
　
岩
男

（熊
谷
市
）
…
…
留
任

副
会
長
　
一品
井
　
満
雄

（三
郷
市
）
…
…
留
任

副
会
長
　
一昌
桑
　
芳
男

（大
宮
市
）
…
…
留
任

副
会
長
　
栗
島
　
信

一

（東
秩
父
市
）
…
新
任

監
　
事
　
森
田
　
浅
雄

（杉
戸
町
）
…
…
留
任

監
　
事
　
野
口
　
並
口吉

（北
川
辺
町
）
…
留
任

）

そ
の
他
、
新
設
の
理
事
長

・
副
理
事
長

他
に
つ
い

て
は
次
回
理
事
会
に
て
互
選
す
る
。

球
総
会
関
連
資
料
　
次
ペ
ー
ジ

（別
記
）

回
埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
祭
り

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５月
５日察
）

新
緑
清
流

の
も
と

一
、
一
三
四
人
参
加

今
年
も
埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
祭
り
が
北
川
辺

町
、
渡
良
瀬
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
県
協
会
々
員
の
自
由
参
加
で

一
、　
三
二

四
名
と
最
大
規
模
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

渡
良
瀬
遊
水
池
を
近
く
に
谷
田
川
に
沿
っ
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
は
心
地
好
い
汗
を
か
き
な
が
ら
多
く
の
親
睦
と

交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
ハ

雪翁

暴g
案

②
第
二
号
議
案

算
計
画

（案
）

③
第
二
号
議
案

「‥当
埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
総
会
」‥‐‥‐‥‥‥Л

ドー
‐―
‥―
‥―
―
‐―
―
―
開
催
さ
れ
る
…
」

平
成
１３
年
３
月
１８
日

（日
）
於

大
宮
市
ソ

一゙ッ
ク
ン
ア
ィ
ー

宮崎 義重会長

グラウン ドゴルフ祭り



期  日 内 容 会  場 備 考

4月 1日 ～
4月 30日

平成13年度 登録受付 県協会

4月 1日 ～
5月 31日

平成13年度 登録受付 (社)日 本協会

5月 5日 (■)～
6日 (日 )7日 県グラウンドゴルフ祭り

1日 |1辺町
渡良瀬総合運動公園

主催
県協会

5月 12日 Ｄ
・３

1級普及指導員
(マ スター)

岸記念体育館オリ
ンピックセンター

主催
日本協会

6月 2日  (」ヒ) 県協会理事会 大宮市市民会館

6月 3日  (日 ) 県レクリェーション大会 戸田市・競艇場
主催

県レク協

6月 中旬 会報発行 9ooo:「

7月 20日 (金)祝 日
予備7月 21日 ([)22 守:ワう7〕織 40

栗橋円l総合グラ
ウンド

主催
県協会

7月 21日 (上 )

～22日 (日 )

2級普及指導員
(ゴ ール ド)

山梨県河口湖町
主催

日本協会

7月 28日 (土 )

～29日 (日 )

上級指導者認定試験及び
L級指導者交歓大会

鬼怒川あさやホテル
今市市大谷‖グリーシ′`―ク場

主催
県協会

8月 24日 (金 )

～25日 (■ )

9月 711(金 )

8(11)9日 (日 )

9月 22日 (L)

1第9回関東大会
L_                __

1答 }`り金日英Zウ
ンド

県協会理事会

10月 511(金 )

～91J(火 )

第14回 年リンピック広島 広島市 潔［10'1 14LI(lJ)

予備21(日 )22 23

第12回 県秋季大スポレク
選考会 (青木一二杯)8名

飯能市阿須運動
公園

主催
県協会

11月 10日 (11)
～13日 (火 )

第14回 スボレク祭 重県四日市 ll
主催
文部省

11月 中 会報発行 9000高謳

平成14年 1月 19日

(上|～2011(口 )

新春交歓大会 千葉り:(鴨川
主催
県協会

2月 16‖ (11) り::協 会理事会 大宮市市民会館

3月 17日 (日 )

｀
「 成1311度総会・表彰式

大官市 ソニ ッヽク
ンア イ

督
地
で
交
歓
大
会
盛
ん
…
…

《
取
材
＝
広
報
部
》

一
、
（県
）
新
春
大
会

平
成
十
三
年
新
春
大
会
は

一
月
二

卜
～
二
十

一
日
の
二
日
間
、
県
内
各

地
よ
り

一
七
四
名
の
会
員
が
参
加
し
、

茨
城
県
神
栖
町

（潮
来
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

上
位
成
績
者
は
次
の
通
り

（７２
Ｈ
）

優
勝
　
結
城
　
輝
雄

Ｗ
打
　
一二
郷
市

準
優
勝
　
八
木
　
岩
男

祀
打
　
熊
谷
市

三
位
　
加
藤
　
利
降

１５２
打
　
一一．郷
市

四
位
　
野
口
　
文
子

Ｗ
打
　
幸
手
市

五
位
　
古
郡
　
　
清

協
打
　
深
谷
市

六
位
　
浮
谷
　
　
孝

協
打
　
一二
郷
市

七
位
　
Ｌ
松
　
朝
次

協
打
　
桶
川
市

八
位
　
小
島
　
　
昇

Ｗ
打
　
一二
郷
市

九
位
　
上
遠
野
カ
イ
子

Ｗ
打
　
杉
戸
町

十
位
　
佐
々
本
文
男

蜘
打
　

二^
郷
市

二
、
ス
ポ
レ
ク
祭
大
会

（全
国
大
会
出
場
者
）

去
る
四
月
ニ
ト
九
日

（祭
）
　

於

深
谷
市

ス
カ
イ
ア
ル
ミ
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
地
元
会
員
を
合
め
三
〇
〇
名
余

の

参
加
の
も
と
で
全
国
大
会
出
場
者
の

交
歓
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
ｃ

上
位
成
績
者
は
次
の
通
り
ｃ
（“
Ｈ
）

優
勝
　
佐
竹
　
富
雄

晰
打
　
熊
谷
市

準
優
勝
　
並
本
　
隆
一
．

‐４７
打
　
加
須
市

三
位
　
山
崎
　
英
昭

鵬
打
　
深
谷
市

側表1)平成12年度決算報告書 (男 J豪尋2) 平成13年度事 業 計 画

1又 人合言16,482,509「1-文‖1合計5,847,804Pl=634,705円 次イF度へ繰り越し

平成13年 2り 16‖

監査の結果、帳簿等適 Ili且 つ |に確であることを認めます
会言1監 事 森トロ 浅雄・野口 善占

在と金在在農器

算諮弊串暴
乾騎

鱈羹軍李稗夏酔

押押響留青響晋
川
本
町

熊
谷
市

熊
谷
市

熊
谷
市

深
谷
市

深
谷
市

深
谷
市

三
、
加
須
市
さ
わ
や
か

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

「
こ
い
の
ぼ
り
、
手
打
ち
う
ど
ん
」

で
有
名
な
加
須
市
で
は

「第
十

一
回

さ
わ
や
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
、
去
る
五
月
二
十
日

（＝
）
、
快
晴

に
恵
ま
れ
県
内
外
か
ら
七
一
一７ｉ
名
が

参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

上
位
成
績
者
は
次
の
通
り

（２
Ｈ
）

優
勝
　
平
山
　
昭

一　
”
打
　
大
井
町

準
優
勝
　
小
泉
　
廣
志

“
打
　
熊
谷
市

三
位
　
笠
原
　
利
彦

６５
打
　
熊
谷
市

四
位
　
小
暮
　
重
之

“
打
　
深
谷
市

■
位
　
荒
川
　
九

一　
∽
打
　
栃
木
県

六
位
　
伊
藤
　
口日
昭

７０
打
　
千
葉
県

七
位
　
宮
人
　
秀
雄

η
打
　
加
須
市

八
位
　
矢
野
　
芳
蔵

７０
打
　
大
井
町

九
位
　
木
村
　
　
米
｛

７０
打
　
群
馬
県

十
位
　
新
井

治
夫
　
７０
打
　
群
馬
県

収 入 の 部

項   目 予算額 決算額 比較増減

前 期 繰 越 金 1.464,471 1,464,471 0

登  録  金 4,400,000 4,474,500 74,500

補  助  金 135,000 127,500 A   7.500

染に  1又   入 416.038 116,038

合 6.299.471 6,482,509

支 出 の 晋

`項   目 予算額 決算額 比較増減

事  務  費 940,000 986,393

通  信  質 150,000 1 141,592 A   8,408

印 刷  貨 300,000 337,930

消 耗 品 費 320,171

事 務 雑 費 120,000 116,700 A   3,300

事務局管理費 70,000 70,000 0

会  議  費 1,000,000 1,061,561 61,561

会 場  貨 150,000 131,566 A  18,434

会  議  費 254.618

旅 費 675,377 75,377

事  業  費 3,585,000 3289.850 A 295,150

表 彰 費 250,000  1    236,160 ▲  13,840

派  遣 1.150,000  1  1,241,210 91,210

什 器 備 品 400,000  1 263,740 A 136,260

事 業開 催費

会報 発 行費 × 十三主釜豊菫翌三
A  17,150

A 181,608

__交  除 貨L_90,0001  59,998
房馨   月弓   ri ‐     30,000  1     22,500

，

００２

一

，

５００『一一負  ‖1

H木 協 会 1 20,0001 20,009
丁「

~レ
 グ i傷

‐  40,000 1  40,000
諸 負 担 金 1 150,0001 150,000

予  備  費 1  264,471 1     0 A 264,471

予 備 費 1  264,471 1     0 A 264,471

積
調

０

一
〇一

谷      言|    1  6.299,471  1  5,847,804 A 451.667



(別表) 平成13年度市町村別会員登録結果
<(県)登録9,127名 一―前年 178名増―― >

301富士見市G.G連 盟
311川里町G.G連盟
321大利根町G.G連盟
331飯能市G.G連盟
34 長瀞町G.G協会
351大滝村G.G協会
361菖蒲町G.G協会
37 川越市G.G協会
38 新座市G.Gグループ

39 神泉村G.Gク ラブ

40 大リト‖]‐ 武蔵野G.G協会
41 騎西町G.G連盟
42 浦和G.G連盟
43 小鹿野田∫G.G協 会
44 妻沼町G.G協会
45 北本市G.G協会
46 川本町G.G協会
47 荒川村G.G協会
48 栗橋町G.G協会
49 古見町G.G1//J会

50 桶川市G.G協会
51 戸IHttG.G協 会
52 南河原村G.G連 盟
53 二芳町G.G連 椒

梶  新作

木口  要
岩井 進 ‐

清水 邦男
小沢 清作
新井 喜男
田中 英雄
大澤 一男

吉田 けい

新井 高光
二上 佳志
正能 辰雄
藤野  泥
千島 好春

森田  明
新り|= 秀夫

小川 重雄
新丼 喜
l兄 静男

原国鉄太郎
村岡清之進
杉田 儀作
田中 保明
生田  実

ｎ
υ

　
′
υ

　
′
０

　
１
■

　
ｏ
乙

　
７
′

　
＾
υ

　
И
■

　
■
■

　
И
仕
　
４
０
・　
′
υ

　
ｎ
υ
・　
ワ
′

　
員
υ

り
０
　

に
υ
　

つ
０
　

，
′
　

０
４
　

０
４
　

，
′
　

Ｏ
υ
　

ｌ
■
　

И
，

　

１
■
　

Ｅ
υ

　

ｌ
■
　

０
る
　

０
０

３９

５６
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２２

２７

４９

９４

■

２８

６

５６

・９

一
３５

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

久喜市G.G協会

狭山市G.G愛好会
三郷市G.G協会

岩槻市G.G連盟

春日部市G.G連盟

大宮G.G協会
蓮田市G.G連盟
上尾市G.G愛好会
八潮市G.G協会

小川田∫G.G協会

行田市G.G協会

本庄市G.G愛好会

杉戸町G.G協会
加須市G.G協会

神川町G.G愛好会
熊谷市G.G協会

幸手市G.G協会
羽生:FG.G協会

皆野町G.G協会

東秩父村G.G協会
越谷市G.G連盟

草加市G.G協会

白岡町G.G連盟

深谷市G.G協会

朝霞市G.G連合

lⅢ I辺‖]G.G連盟

鷲宮町G.G協会

宮代町G.G愛好会

松伏町G.G愛好会

佐藤 真一

川田 信義
川上 トサ子
田畑 正昭
石山盛三郎
高桑 芳男
安崎 忠男
荒井 光市
自倉 勝男

原口 栄吉
畑中 弘雄
鈴木 二郎
森田 浅雄

宮崎 義重

桜沢 英雄
四分一国夫

蓮沼 武利
植竹 國夫

豊田 信 l

栗島 信一

山崎 忠則
鈴木 敏男
関根  浩
渋沢 英明

清水  准
野口 善吉

鈴木秋太郎

鈴木 Π召二

倉持 充几

88

67

224

952

95

107

56

45

53

75

151
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OJ表)埼玉県グラウンド」リレフ協会役員

1 電話番号 1地区

伊藤 精 11鴻 巣市箕田973 0485‐ 96‐3403  1シ i「1;
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'テ

 |■ 1人 111谷 市柿,イ1414-1 0485‐ 21‐6918  ÍLi

理 事 ,大澤 一り; 川越市ri原‖12-41-8  0492-22-37
JT 事 川[] 信義  ′り(山 市柏原j4bIIIδ:~ iO[あら451b61FII

ll 事 1 1ヽ 沢 ittfll ,長 瀞町人
′
′長清,1330-】 1 0494 66 3286 111hl

理 事 | 力1中  ヴ、イ1 ‐行||1市 lllkノ12-1-8   10485‐ 56‐38081'こ |

弾!__■1,■ _`しヽ:型生Ji吐 1「
卜判1350-2  0485‐ 61‐26911"(I

11 ■ |=lL_■ 11三 二些生LttA型 供‖I琴寄17401210480‐ 72‐60511束
j]: ・

I・ 1 正能 辰1/11 1北 埼 |‖

`騎

西田I大学騎西216 0480-7300701束 |

理
~事

「
山躇

~恵
面「1題べilllii莉 l‖ jl-91   l o48‐ 986‐2729 束|

諦夢剃誹思禁二―鱗楽二鼻
ll11 11 1 鈴木秋太llJ9 北葛飾I耶 鶯宮‖l栄1-17-6 0480‐58‐79731東

監 事 1 森田 浅雄 1北葛食

"那

杉,f田 1日 沼305 0480-38-0126‐ 束:

監 事 野口 善古 IJヒ埼玉]`JUII辺‖l柏 F」228-2 0480‐ 62‐12451舛ご‖

※平成 13年度 新規加入市町村

(戸田市 。南河原村 。三芳町)

第

一
回
理
事
会
開
催
さ
れ
る

去
る
六
月
二
日

（土
）
、
大
宮
市
民
会
館
に

お
い
て
第

一
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
事

項
が
協
議
決
定
さ
れ
た

〔議
題
）

一
、
理
事
長
選
出
に
つ
い
て

一
．、
平
成
１３
年
度
会
員
登
録
に
つ
い
て

三
、
各
種
事
業
報
告
に
つ
い
て
　
四
、
そ
の
他

〔協
議
結
果
〕

一
、
理
事
長
　
鈴
木
敏
男

（草
加
市
）
を
選
出

尚
、
役
員
並
び
に
事
務
局
員

一
覧
に
つ
い
て

は
別
表
参
照

二
、
平
成
１３
年
度
会
員
登
録
結
果
…
別
表
参
照

三
、
各
種
事
業
報
告

①
関
東
大
会

（８
／
２
～
２５
）

一
一
０
名
参

加
予
定
　
山
梨

②
全
国
交
歓
大
会

（９
／
７
～
９
）
六
〇
名

参
加
予
定
　
富
山

③
共
県
）
専
門
委
員
会
…
…
運
用
具
体
策
継

続
協
議

双
県

）
協

会

事

務

局

体

制

」
決

ま

る

（県
）
事
務
局
長

田
中

久

（総
会
承
認
）
以
ド

事
務
局
体
制
が
次
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
長
　
Ш
中
　
　
久

（久
喜
市
）

事
務
局
　
　
荒
井
　
浩
市

（Ｌ
尾
市
）

″　
　
　
小
原
　
　
孝

（杉
戸
町
）

″　
　
　
荒
巻
　
　
清

（加
須
市
）

″　
　
　
藤
片
　
範
子

（熊
谷
市
）

″　
　
　
川
■
ト
サ
子

（三
郷
市
）

′′　
　
　
久
保
田
洋
ｒ

（加
須
市
）

″　
　
　
奥
村
登
美
子

（幸
手
市
）



隊
肝
引
活
動
報
告

も
う
十
年

み
ん
な
の
力

飯
能
市
　
石
森
　
千
賀

県
西
部
に
位
置
し
、
今
年
度
県
秋
季
大
会
開

催
地
第
５９
回
国
体
ホ
ッ
ケ
ー
会
場
の

「緑
と
清

流
に
映
え
る
人
口
八
万
三
千
の
ま
ち
飯
能
」
こ

の
地
に
公
民
館
主
催
事
業

「グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
楽
し
む
集
い
」
が
開
か
れ
、
受
講
者
に
よ

り
そ
の
後
更
な
る
進
展
を
目
ざ
し
市
内
を
八
地

区
に
分
け
二
三
〇
名
の
会
員
に
よ
リ
グ
ル
ー
プ

化
さ
れ
、
平
成
五
年
四
月

「飯
能
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
連
盟
」
が
設
立
さ
れ
た
。
や
が
て
市

レ
ク
協
傘
下
の
中
で
唯

一
市
内
全
域
に
会
員

（四
五
〇
数
名
）
を
有
す
る
組
織
に
成
長
す
る
ぃ

大
会
は
連
盟
主
催
及
び
市
レ
ク
祭
等
、
年
数

回
開
催
。
各
地
区
に
お
い
て
も
県
内
外
宿
泊
親

睦
大
会
を
実
施
。
ま
た
、
平
常
の
練
習
会
場
も

砂
利
地

・
雑
草
地

・
山
間
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
グ

ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
違
う
場
で
、
良

さ
や
楽
し
み
も
含
め
て
交
流
大
会
を
開
き
会
員

相
互
の
親
睦
融
和
を
図

っ
て
い
る
ｃ
技
術
ア
ッ

プ
、
健
康
促
進
、
お
互
い
の
見
守
り
活
動
等
日

的
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
プ
レ
ー

後
の
さ
わ
や
か
さ
は
格
別
の
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
醍
醐
味
を
多
く
の
人
達
に

「お
す
そ
分
け
」

し
な
が
ら
意
欲
的
に
夢
あ
る
二
十

一
山
紀
に
向

け
て
益
々
充
実
し
た
組
織
と
し
た
い
。
そ
し
て

平
成
十
四
年
、
メ
デ
タ
ク
発
展
あ
る
十
周
年
記

念
行
事
を
行
い
た
い
も
の
で
あ
る

元
気
に
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た

北
本
市

新
井
　
秀
夫

北
本
市
で
は
平
成
二
年
か
ら
生
涯
学
習
の

一

環
と
し
て
、
市
民

一
学
習

。
一
本
仕

。
一
ス
ポ

ー
ツ
の
活
動
目
的
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
普
及
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
登
録
さ
れ
た
会
員
は
　
八
七
名
で
す
ｃ

練
習
は
市
内
Ｉｉ
箇
所

。
日
曜
日
を
除
く
毎
日

が
い
ず
れ
か
の
会
場
で
ブ^
レ
ー
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
ｉ
誰
も
が
　
一‐楽
し
く
和
や
か
に
な

情
を
深
め
る
」
こ
と
が
で
き
る
自
己
責
任
の
競

技
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
わ
が
身
の
体
調
に
よ

っ

て
成
績
が
納
得
で
き
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
，
そ

れ
と
も
練
習
の
後
の
ビ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
に
し
た

れ
る
場
が
自
然
に
発
生
す
る
か
ら
で
し
ょ
う

か
。大

会
は
年
に
二
回
の
全
会
員
を
対
象
に
し
た

も
の
と
、
各
練
習
場
で
の
ミ
ニ
大
会
、

ヘ
ル
シ

ー
大
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
元
気
の
良

い
会
員
は
積
極
的
に
県
や
関
東
大
会
、
全
国
大

会
ま
で
参
加
す
る
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
　
女

性
に
そ
の
ハ
ワ
ー
を
感
じ
ま
す

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
作
り
、
元
気
に
運
動

し
、
競
技
で
き
る
体
力
を

い
つ
ま
で
も
長
く
保

つ
人
生
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す

．

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ

春
Ｈ
部
市

青
柳

　
啓
治

生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
生
涯
の
各
時
期
に
わ

た

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢

・
日
的
に

応
じ
て
、
い
つ
で
も

。
ど
こ
で
も

。
だ
れ
で
も

が
気
軽
に
参
加
で
き
、
楽
し
く
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

「早
稲
田
大
学

森
武
先
生
）
。

現
代
人
の
病
気
を
見
る
と
、
年
齢
を
問
わ
ず
栄

養
過
多
と
運
動
不
足
に
起
因
す
る
も

の
が
多

く
、
こ
の
面
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
大
変

大
き
な
役
割
を
も

つ
も
の
と
言
え
る
　
又
、
一品

齢
者
社
会
を
迎
え
た
今
日
、
健
康
問
題
は
大
変

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
果
た

す
体
力
的
、
又
は
精
神
的
な
効
果
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
今
後
こ
の
よ
う
な
社
会

を
北旦
示
と
し
て

「
ス
ポ
ー
ツ
」
は
完
全
に
、
か

つ
充
分
な
役
割
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

うヽ
な
い

少
子

・
高
齢
化
が

＾
段
と
進
む
中
で
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
は
最

適
で
あ
り
、
仲
良
く

・
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に

普
及
振
興
に
邁
進
す

べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
ｃ無

理
を
し
な
い
で
、
長
く
続
け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
普
及
活
動
を
い
た
し
て
ま
す
ｃ

⑩
親管
哺
颯噂
維
庁

「彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
」
会
場
地

の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
派
ね
た
春
季
大
会
が
、
川
本
町
人
口

´
万
三
千
人
の

一
割
以
上

一
、
１
五
〇
名
が
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
登
録
と
い
う
す
ば
ら

し
い
普
及
を
は
か
ら
れ
て
い
る
中
、
九
六
チ
ー

ム
、
五
三
二
名
の
参
加
を
得
て
、
好
天
に
恵
ま

れ
た
■
月
卜
■
日

（日
）
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
の

自
然
と
清
流
に
囲
ま
れ
た
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
の

広
大
な
荒
川
の
河
川
敷
を
利
用
し
て
、
昨
年
か

ら
町
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
草
刈
り

（六
〇
〇

名
）
、
石
拾

い

（三
七
⊃
名
）
、
町
の
職
員
が
重

機
を
動
か
し
、
手
づ
く
り
国
体
と
い
う
知
事
や

町
長
の
意
向
を
も
と
に
会
場
地
を
作
り
上
げ
、

よ
う
や
く
使
用
で
き
る
段
階
に
こ
ぎ

つ
け
ま
し

た
。大

会
は
、
コ
ー
ス
に
町
に
ち
な
ん
だ
名
前
を

付
け
植
松
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
福
寿
草
の
三

コ

ー
ス
で
各
四

コ
ー
ト
、
三
二
ホ
ー
ル
を
使

っ
て

区
対
抗
の
団
体
戦
を
実
施
し
、
和
気
あ
い
あ
い

の
う
ち
に
終
′―
し
た
ｃ

成
績
と
し
て
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
健
康
保

持
増
進
や
親
睦
を
図
る
た
め
に
、
毎
日
練
習
に

励
ん
で
い
る
人
が
上
位
を
占
め
た
大
会
で
あ
っ
た
。

今
後
は
、
国
体
に
向
け
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
の
整
備
と
、
上
級
指
導
者
の
育
成
や
選
手

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
ｃ

編
集
後
記

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は

一
般
に

「
ス
ポ
ー
ツ
を

愛
好
す
る
人
々
の
自
発
的

・
自
主
的
団
体
で

規
約
な
ど

一
定
の
規
範
の
下
に
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
行
う
と
共
に
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
社
交
的
な
団
体
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
Ｇ
…
…
文
部
省

（我
が
国
の
文
教
政
策
）

昨
今
の
少
子

。
高
齢
化
の
進
展
に
よ

っ
て

従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
主
た
る
タ
ー
ゲ

ッ
ト
が
十
代
～
二

十
代
の
青
少
年
層
か
ら
新
し
い
社
会
の
核
と

な
る
高
齢
世
代
に
も
受
入
れ
ら
れ
る
二
十

一

世
紀
梨
ス
ポ
ー
ツ
が
求
め
ら
れ
て
お、
り
ま
す
。

健
康

・
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
、
人
間
的
交
流

が
味
わ
え
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
正
に
時

代
の
中
し

，■
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

広
報
委
員
　
鈴
木
敏
男

（草
加
市
）


